
時 講　　　義　　　内　　　容

〔足立区〕現場で見えてきたごみ屋敷の実態
　　　　～「生活環境保全条例」運用にみるごみ屋敷の特徴と今後の対応策～ 足立区生活環境保全課長

　　  吉原　治幸　１．条例制定のきっかけ
　２．想定と実態の相違
　３．特徴的な事例の紹介
　４．関係所管との連携が重要
　５．今後のごみ屋敷対策と空家特措法

京都市保健福祉総務課
　　  中濵　正晃

〔京都市〕いわゆるごみ屋敷対策の取組み
　　　　～「ごみ屋敷条例」の制定プロセスと推進体制～

１．いわゆるごみ屋敷条例
２．推進体制
３．支援を基本とする取組み
４．行政代執行 

　世田谷区環境保全課長
　　  伊藤　美和子

東邦大学看護学部教授
　岸　恵美子

「セルフネグレクト」と独居・高齢・孤立化社会への対応――

～ごみ部局と福祉の連携、条例の実効性確保方策～

【岸恵美子氏プロフィール】
日本赤十字看護大学大学院博士後期課程修了。看護学博士。東京都板橋区、北区で十六年間保健師として勤務した後、
自治医科大学講師、日本赤十字看護大学准教授、帝京大学大学院医療技術学部看護学科教授を経て、2015年より現職。
高齢者虐待、セルフ・ネグレクト、孤立死を主に研究。著書に『ルポ ゴミ屋敷に棲む人々』(2012、幻冬舎新書)、『セルフ・
ネグレクトの人への支援、ゴミ屋敷・サービス拒否・孤立事例への対応と予防』(編集代表、2015、中央法規）等。

〔世田谷区〕世田谷区におけるいわゆる「ごみ屋敷」条例について
１．条例制定に向けた検討の経過
２．条例の概要と基本的な考え方
３．条例に基づく施策等について
４．平成２８年度の実施に向けて

セルフ・ネグレクトの人への支援
　～ゴミ屋敷・サービス拒否・孤立事例への対応と予防～
１．セルフ・ネグレクトのリスク要因
２．セルフ・ネグレクトの実態
３．「いわゆるゴミ屋敷」への対応
４．「いわゆるゴミ屋敷」対応の課題とは何か
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（編著）

空き家の実態から
             方策を探る―

老朽危険家屋の
               解体 ・撤去―

□  [執筆]
 空き家問題のフロントランナー


